
 

（平成３０年度２学期分） 

平成３０年度２学期は４５校に出向き、「生命のがん教育」を実施しました。 

 

◆授業形式 

 （１）医療従事者によるがんについての講義（20 分） 

 （２）がん経験者のお話（20 分） 

 

◆授業風景 

   

（京丹波町立竹野小学校） （京丹後市立丹後中学校） （京都府立八幡高等学校南キャンパス） 

 

◎小学校（６校） 

実施日 実施校 学年 担当講師※ 

9 月 20 日（木） 南丹市立園部小学校分教室 5､6

年 

洛和会音羽病院 

副院長 酒見 英太 

9 月 28 日（金）         京丹波町立竹野小学校 5､6

年 

京都中部総合医療センター 

副院長 山岡 延樹 

10月 16日（火） 井手町立多賀小学校 5 年 京都岡本記念病院 

消化器内科部長兼内視鏡センター長 河端 秀明 

10月 31日（水） 木津川市立木津川台小学校 5 年 独立行政法人国立病院機構京都医療センター が

ん診療部長兼がん患者・家族支援科 

科長 山﨑 誠二 

11 月 7 日（水）  綾部市立上林小学校 5､6

年 

京都府中丹東保健所 

所長 常盤 和明 

11月 28日（水）            京田辺市立草内小学校 6 年 京都府山城北保健所 

所長 大熊 誠太郎 

＜児童の感想＞ 

 このがん教育を聞いて家族などに言って、「がん」になってほしくないと思いました。 

 お父さんが「がん」で亡くなったので、改めて勉強になりました。お父さんのようにならないように生き

ていきたいです。 

 家族、親戚は私にとってとても大切な存在だと改めて強く思ったから、健康診断は定期的に受けてほしい

し、私も今から健康的な生活習慣を送り、大人になっても続けていきたいです。 



 親にこの話をしました。そうしたら、「そうなんだ。」と言ってくれ、これから気をつけると言ってくれま

した。だから、これからもいろんな人に伝えたいです。 

 

◎中学校（２７校） 

実施日 実施校 学年 担当講師※ 

9 月 20 日（木） 南丹市立桜が丘中学校 全学年 洛和会音羽病院 

副院長 酒見 英太 

10 月 5 日（金）        精華町立精華西中学校 1 年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

10 月 15日（月）             京丹後市立丹後中学校 3 年 京都府丹後保健所 

所長 山田 明 

10 月 15日（月）             京丹後市立弥栄中学校 3 年 京都府立医科大学附属北部医療センター 

消化器内科 医長 堅田 和弘       

10 月 16日（火）            綾部市立八田中学校 全学年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

10 月 16日（火）       京丹後市立久美浜中学校 3 年 京都府立医科大学附属北部医療センター 

副病院長 落合 登志哉 

10 月 19日（金） 亀岡市立詳徳中学校 3 年 公益財団法人 京都保健会 

京都民医連中央病院 

副院長 田中 憲明 

10 月 30（火） 木津川市立木津第二中学校 1 年 医療法人医仁会 武田総合病院 

外科 顧問 加藤 仁司 

11 月 5 日（月）              京丹波町立和知中学校 3 年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

11 月 6 日（火） 京都市立久世中学校 3 年 日本赤十字社 京都第一赤十字病院 

血液内科 部長 内山 人二 

11 月 7 日（水） 綾部市立上林中学校 全学年 京都府京都中丹東保健所 

所長 常盤 和明 

11 月 12日（月）       福知山市立日新中学校 3 年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

11 月 1 日（木）       京都市立高野中学校 1 年 京都大学医学部附属病院 

腫瘍内科 医師  齋藤 伴樹 

11 月 13日（火） 舞鶴市立白糸中学校 3 年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

11 月 13日（火） 舞鶴市立青葉中学校 3 年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

11 月 13日（火） 舞鶴市立若浦中学校 3 年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

11 月 14日（水）       京丹後市立大宮中学校 3 年 京都府立医科大学附属北部医療センター 

泌尿器科 担当部長 沖原 宏治 



11 月 14日（水）       京都市立蜂ヶ岡中学校 2 年 京都府立医科大学附属病院 

消化器外科 助教 小西 博貴 

11 月 28日（水）       宇治市立槇島中学校 3 年 医療法人徳洲会 宇治徳洲会病院 

放射線治療科 部長 立入 誠司 

11 月 29日（木）   城陽市立東城陽中学校 3 年 社会医療法人岡本病院（財団）京都岡本記念病院 

消化器内科部長兼内視鏡センター長 河端 秀明 

11 月 30日（金） 京都市立太秦中学校 1 年 日本赤十字社 京都第二赤十字病院 

産婦人科 福山 真理 

12 月 3 日（月） 舞鶴市立加佐中学校 3 年 京都府中丹東保健所 

所長 常盤 和明 

12 月 4 日（火）       京都市立西京高等学校附属

中学校 

1 年 京都府立医科大学附属病院 

呼吸器内科 助教 金子 美子 

12 月４日（火）            木津川市立泉川中学校 3 年 医療法人徳洲会 宇治徳洲会病院 

放射線治療科 部長 立入 誠司 

12 月 5 日（水）       福知山市立桃映中学校 3 年 市立福知山市民病院 

副診療部長兼緩和ケアセンター長 川上 定男 

12 月 5 日（水）       福知山市立夜久野中学校 3 年 京都府中丹西保健所 

所長 糸井 利幸 

12 月 14日（金）   相楽東部広域連合立和束中

学校 

3 年 京都山城総合医療センター 

がん診療部長兼化学療法部長 小池 浩志 

＜生徒の感想＞ 

 今日、学んだことを家族に伝えたいと思います。そして、家族と一緒にがん予防をしていきたいです。 

 家族、親戚は私にとってとても大切な存在だと改めて強く思ったから、健康診断は定期的に受けてほしいし、

私も今から健康的な生活習慣を送り、大人になっても続けていきたいです。 

 大人になったら、積極的に検査に参加し、大きな「がん」にならないようにしようと思いました。お父さん

は仕事をがんばっていて、自分の身体に気を向けていないから、検査に行ってもらおうと思いました。 

 「がん＝怖い」というざっくりした印象はあったけど、具体的に何が怖いのか、どうなるのか等の詳しいこ

とはわからなかったので、今回の授業で、原因や闘病中の様子がわかって良かったです。 

 早め早めの検診を家族や身近な人々に呼びかけ、今日授業で学んだことを伝え、「がん」の怖さを知ってもら

おうと思いました。私はまだ大きな病気をしたことがなく、命の大切さを深く考えることは今までになかっ

たけど今日、体験談を聞いて家に家族がいることが当たり前のように生活していたけど、それはいつまでも

続くとは限らないと深く感じました。 

 

◎高等学校（１２校） 

実施日 実施校 学年 担当講師※ 

9 月 20 日（木）   京都府立綾部高等学校 1 年 綾部市立病院 消化器内科 

医師 長谷川 晴子 

9 月 28 日（金）        京都府立綾部高等学校 

東分校 

1 年 綾部市立病院 消化器内科 

医師 長谷川 晴子 

10 月 12日（金）     京都府立八幡高等学校 

南キャンパス 

1 年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 



10 月 12日（金）       京都府立八幡高等学校 

北キャンパス 

1 年 京都府健康福祉部健康対策課 

医務主幹 瀬古 裕也 

10 月 17日（水）       京都府立農芸高等学校 2 年 京都中部総合医療センター 

副院長 山岡 延樹 

10 月 19日（金） 京都府立工業高等学校 3 年 市立福知山市民病院 

副診療部長兼緩和ケアセンター長 川上 定男 

10 月 31日（水） 京都府立乙訓高等学校 1 年 社会福祉法人恩賜財団 済生会京都府病院 

副院長 堀 義幸 

11 月 9 日（金）       京都府立峰山高等学校 

弥栄分校 

3 年 京都府立医科大学附属北部医療センター 

外科 副医長 原田 恭一 

11 月 30日（金）             京都府立大江高等学校 3 年 市立福知山市民病院 

副診療部長兼緩和ケアセンター長 川上 定男 

12 月 2 日（日） 京都府立朱雀高等学校（通信

制課程） 

 
京都府健康福祉部健康対策課 

技師 内野 有紀 

12 月 5 日（水）       京都府立園部高等学校 1 年 三菱京都病院 

緩和ケア内科及び腫瘍内科 部長 吉岡 亮 

12 月 20日（木）       京都市立東山総合支援学校 1 年 日本赤十字社 京都第一赤十字病院 

化学療法部 部長 内匠 千惠子 

＜生徒の感想＞ 

 今日の授業でがんの怖さを改めて知りました。また、がんを経験した人の話もあったのでとてもわかりやす

く、勉強になりました。がんになったことで大変なことはたくさんあるけど、たくさんの人に支えられて、

人の大切さを知ることができたことが、一番印象に残りました。 

 たばこを未成年から吸うとすごく高い確率で「がん」になりやすいのはびっくりした。どんなに規則正しい

生活していて、たばこやお酒を飲んでいなくても 100％「がん」にならないということはないから、とりあ

えずこれからは規則正しい生活をして、大人になってもたばことお酒はなるべくやめようと思いました。 

 今日の講演の内容は、高校生の僕達には少し遠い内容かもしれないと感じました。しかし、将来必ず必要に

なる知識ですし、学ぶべき所は多かったと思います。 

 「がん」はとても身近なものだと改めて感じることができました。毎日の当たり前はとても幸せなものなん

だと考える機会になり良かったです。 

 「がん」についての理解を深めることができたし、実際に「がん」になられたことのある方からのお話も聞

くことができて、とても貴重な体験になったと思う。特に、「がん」になったときの心の支えの大切さが分か

って、自分だけでなく、周りの人が「がん」になったときにどんな対応をすべきかを考えるきっかけにもな

った。 

 

※担当講師の所属・役職は授業実施当時のものです。 

 

「生命のがん教育」の実施を検討されている学校は健康対策課がん対策係までご連絡ください。 

TEL：075-414-4766  電子メール：kentai@pref.kyoto.lg.jp 

 


